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盤
習
は
笠
岡
柵
ゃ

あ
年
借
切
り
が
。
業
役
H

狭
間
相
子
市
で
は
、
サ
ラ
リ
ー
ア
/
没

後
が
全
部
門
的
制
%
に
も
透
し
て
い
ま

ず
。
こ
の
た
め
任
問
、
窓
口
い
る
の
は

お
年
寄
り
ま
た
は
主
婦
と
い
う
丹
治
会

消

防

饗

は

ど

の

か

ほ

と

ん

ど

で

す
Q

グ
大
災
擦
が
H

減
附
問
に
発
生
し
た
ら
、

機

能

も

大

箱

巴

低

下

勤

務

先

の

ご

友

人

を

ア

テ

仁

す

る

こ

と

火
議
終
な
ど
大
き
な
災
擦
が
品
川
修
い
し
は
掛
慨
し
く
な
り
ま
す

Q

昨
年
で
紛
守
合
似

た
場
寺
、
市
や
泌
防
、
将
山
内
れ
な
ど
め
妨
か
る
万
々
が
い
か
に
大
仏
河
川
鮫
九
日
対
処
す

災
山
間
関
の
機
札
制
カ
は
紙
ド
し
て
し
ま
い
る
か
が
、
大
き
な
決
約
千
と
な
る
の
ご

ま

す

。

す

。

、
判
例
阪
火
災
以
穴
」
叫
棋
の
地
滋
に
見
舞
村
村
い
い
絡
し
い
印
刷
、
住
宅
陥
唱
の
治
品
川

わ
れ
ま
す
と
、
市
内
的
方
々
で
中
私
的
例
会
内
務
き
ん
は
ぜ
ひ

f
H主
防
災
掛
川
後
々

後
、
滋
訪
の
不
通
、
火
災
の
発
放
が
。
ヴ
く
り
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
令
後

ま
た
、
電
気
や
水
域
、
仏
政
機
が
鱗
た
れ
問
は
縫
わ
れ
て
い
る
令
訟
で
も
こ
ん
な
綴

な
い
と
も
滋
り
ま
ゼ
ん
か
議
カ
で
怠
れ
は
‘
安
心
と
て
口
々
を
送

こ
の
よ
?
な
2
き
、
制
れ
る
の
は

8

る
こ
と
が
で
品
ま
ず
己

分
泌
、
刊
誌
ぎ
に
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
内
で
は
ま
だ
溺
お

災
者
に
よ
る
日
間
惑
を
後
少
限
匂

J
、

い
止
め
る
た
め
に
、
s
紘

一

議

川

町

内

山

主

台

間

丁

目

だ

け

的
な
幼
災
級
織
、
つ
ま
り
中
期
間
以
み
ず
か
現
角
、
車
内
で
は
琳
ぺ
制
品
化
古
川
山

ち
出
火
め
止
、
初
山
制
治
火
、
被
災
者
的

J
H
H
内
治
会
か
殺
し
ぶ
山
川
災
叩
明
治
を
結
成

双
山
間
絞
殺
、
水
や
女
跡
的
調
間
違
な
ど
占
守
し
て
い
主
十
ら

一
竹
之
に
い
く
活
動
母
体
h
阜
、
法
坊
山
内
総
ス
タ
ー
ト
は
奴
和
路
年
持
c

H

胤
初
は

織
が
必
惑
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
市
内
に
a

削
例
か
」
鮮
か
》
た
止
め
、
何
を

自
王
山
防
災
崎
組
織
は
各
自
が
パ
ラ
ハ
ラ
や
る
の
か

zd持
団
い
…
「
参
入
は
な

に
}
出
動
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
住
民
と
争
相
川
絞
ら
泌
し
ん
円
い
カ
脇
村
た
れ
ま
し

が
続
分
た
ち
灼
ま
ち
は
ぬ
分
た
ち
て
ay

れ
ん
?
)
ふ
し
か
し
、
約
1
年
間
同
仁
っ
く
リ
と

る

;
E
い
う
心
燃
え
を
も
勺
て
内
山
特
級
し
ん
u
ッ
た
こ
と
か
、
白
川
会
山
内
め
M
W

し
、
山
組
織
的
に
行
動
し
て
い
く
も
め
で
災
立
議
ゐ
為
的
、
そ
の
後
マ
川
殺
な
冷

白
〕
舟
司
自
の
η
仲間川河の

gL
も
あ
と
わ
ず
か
。
品
〈
綴
附
円
以
関
門
口
や
っ
て
こ
怠
い
と
も
限
り
絞
ぜ
ん
。
湾
で
は
少
し
で
も
こ
う
し
た

線
機
俊
樹

e

い
は
捻
る
だ
め
、
各
自
治
会
の
滋
ち
ん
に
お
業
防
災
組
織
づ
く
り
を
鍛
え
て
い
設
す
。
銀
総
還
蝉
E
m
w
pド
パ
イ
ス
や
紛
附
同

盟
問
機
材
置
廿
の
機
筋
も
行
い
殺
す

e
M
W山
川
℃
殺
る
わ
ガ
出
掛
H

の
狂
め
は
、
校
ひ
ど
時
現
制
削
く
だ
さ
い
。

wv
問
問
い
合
わ
校
総
務
談

わが家わbi簡を災害から守ろう
湖北台10丁自ではすでに軌道に

時融自儲駒場

あ
や
ふ
脳
出
紘
一
崎
ぶ
つ
け
は
今
年
て
S
M出
ぷ

も
A

ば
め
た
務
以
後
体
的
紹
介
、

f
v一
却
す
没
後
続
G
問
あ
が
こ
添
詮
ま
つ

を
燃
え
、
李
総
山
間
体
も
増

hx
歩
し
も
ん
ぬ
場
な
ど
の
楽
し
い
金
一
幽
も
用
意
し
り
災
行
会
問
料
金

r'h陪
仙
北
M
m
T
志

ナ
っ
て
す
か
市
交
の
な
か
に
波
情
相
し
て
い
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ
事
務
局
盟
ん
が
)
O

て

き

て

い

ま

す

実

行

委

員

会

で

は

ふ

れ

全

然

仁

、

双

5
1
3
(
遜
所
一
橋
制
作
業
所

J

今
関
は
1

限
り
な
愚
滋
号
、
仏
け
よ
杭
即
時
師
事
申
告
年
内
チ

i

…fp
h
る
ぷ
町
会

う
友
ど
ち
的
~
わ
匂
い
を
γ
i
マ
仁
、
警
加
と
ヂ
浮
い
か
広
〈
政
係

f
市
仁
州
出

・
む
い
人
た
九
に
も
来

L
め
る
よ
う
な
A
r
付
い
て
い
く
ニ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
い

鰯

ち

身

、

え

て

い

ま

す

ま

た

、

ニ

め

ま

つ

り

に

先

な

%
o
o
u付

予
を
つ
な
く
剖
円
台
や
千
級
品
リ
9
5
3
5
5

夕
日
臼
(
土
)
午
後
1
持
部
分
か
・
り
3
時
ま

ル
、
生
協
、
制
同
紙
作
艇
が
州
な
ど
に
よ
る
で
、
障
害
を
一
行
つ
子
ど
ち
た
あ
約
時
削

悦
阪
燃
や
山
本
山
市
法
人
ホ

1
ム
、
久
会
を
山
出
し
ま
す
ぺ
市
災
会
総
‘
築
制
什
)

波
何
や
後
必
学
校
、
本
一
ワ
シ
テ
ィ
ア
的
経
久
…
ん
の
ご

hw加
を
お
片
付
も
し
て
い

九M
h
h
m
y

に
よ
る
後
不
や
約
一
b

川
、
そ
し
て
ま
十

れ
1
叫
判
事
と
議
り
た
く
さ
ん
州
、
す
レ

wv
隠
時

8
H
e
町四
H
J
日
午
約
山
山
時
か

ま
た
も
ア
マ
チ
込
ア
パ
〆
ド
や
お
川
町
ら
3
時
ま
で

7

f

〆け

1

1
や
か
く
し

V
同
崎
市
問
中
央
公
川
氏
的
期
尚
辺

8男26自治)、中央公民銀議選

少
佐
吋
年
の
側
愉
叫
叫
ま
つ
ね
り
か
ら

川
飲
料
永
」
作
品
本
的
本
近
を

砂川山山

L
て
い
ま
す

G

ち
ら
ろ
ん
先
返
機

ハ
け
さ
で
す
む
き
ら
に
各
家
縫
に
非
常
伐

を
だ
附
直
し
て
い
く
計
必
て
す

い
ず
れ
に
し
ろ
、
金
が
か
か
る
二
主

で
す
か
り
、
そ
的
収
入
燃
は
た
き
な
間
同

組
と
な
勺
で
さ
ま
寸
判
人
的
一
い
は
、

湖
北
ふ
れ
い
山
了
目
白
主
日
開
災
会
に
絞
き
称

vw山
台
幼
災
会
一
地
肌
訂
正
門
開
会
長
一
火
山
北
付
命
的
時
、
J

市
勝
以
引
や
前
川
閉
山
山
に

r
小山渋川
V

ぬ
な
自
治
会
か
ら
の
説
会
全
寸
ト
ホ
り

ゎ
吋
出
火
山
U
約八設

(
1
1
4
J
M
H
J
も
お
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
判
明
る
こ
と
は
合
し
党
し
い
父
か

L
Wゆ
す

代
W
M出
版
め
m
収
益
金
の
汀
が
議
お
と
と

取
り
を
あ
げ
ま
し
た

G

附
防
災
会
の
没
廷
の
む
と
り
段
々
木
こ
幻
よ
う
な
連
出
か
」
り
守
内
主
川
同
州
内
総
同
い
い
主
す

田
町
長
治
会
は
線
総
括
亦
に
ど
弘
主
計
パ
叶
さ
ん
は
白
山
や
決
純
一
な
と
ト
川
誌
が
ぷ
め
ら
れ
て
く
る
め
で
す
れ
あ
と
ひ
と
ウ
大
切
な
め
い
…
バ
同
州
悼
の

出
会
て
余
波
紋
は
お
む

υ思
需
を
こ
〈
カ
込
凡
い
絞
ま
わ
れ
て
い
る
ト
り
は
た
と
、
問
主
は
学
川
町
内
向
さ
ん
の
出
口
ぷ
戸
た
と
総
い
ま
タ
む
久
一
定
訴

え
ま
ナ
い
わ
ゆ
る
“
付
ラ
リ
!
?
〆
片
れ
も
あ

η
品
叫
判
聞
も
自
治
4

日
経
仁
、
怨
ん
で
も
と
?
が
あ
れ
ば
司
パ
イ
句
な
や
だ
'
M
カ
M
W
れ
た
ん
も
出
対
一
波
与
お
な

一ぷ総
N

か
多
〈
、

M
R
m
同
は
一
五
人
カ
附
同
九
旬
、
り
い
い
締
山
刊
誌
悼
む
時
五
ー
し
て
い
て
、

Y
い
に
山
似
る
万
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
と
と
め
連
絡
は
無
却
し
か
主
く
な
勺
て

?
を
ム
ず
る
た
め
、

syvfし
で
も
防
災
約
案
件
、
決
山
告
に
品
川
い
と
思
い
ま
す
ュ
λ
主
所
に
も
活
動
の
蹴
は
し
き
か
わ
り
、
主
ま
ず
こ
う
い
り
た
市
長
命
的
芝
、

ち
は
子
落
と
な
り
ま
す

J

、r
一一
γι
リ
カ
、
高
山
ム
い
な
と
新
制
一
日
包
今
後
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
は
な
ら
さ
り
に
ポ
仁
総
か
的
志
向
災
付
税
を
四
五

寝
台
は
液
式
に
は
防
災
総
リ
桃
山
υ
発
足
山
地
は
こ
れ
ら
の
ぷ
て
と
も
ア
ー
そ
'
ぶ
AP
り
な
い
ト
H

で

す

み

ま

す

」

と

約

五

m
W
M
内
総
機
的
成
功
に

し

て

い

ま

い

ざ

ム

か

、

京

質

的

に

は

¥

災

級

点

、

釘

れ

れ

tn治
会
て
は
一
品
一
品
向
け
、
片
山
内
刊
を
池
山
り
ま

L
た
(

市
で
は
9
月
1
許
可
品
約
附
点
的
自
」

に
湖
北
合
東
小
学
校
令
決
議
場
に
、

市山内
3
会
峨
切
で
状
ぷ

f
車
内
問
災
封
印
相

究
甘
い
ま
す

M

収
漏
れ
幻
は
東
海
地
渓
か
予
知
さ
れ
た

唱
に
よ
る
「
予
知
時

応
引
訓
続
一
れ
の
j
び

関
東
大
一
官
防
災
ク
ラ
ス

し
た
ぷ
苅
災
行
ル
ヤ

湘
問
機
一
を
一
れ
い
ま
す
勺

ふ
る
っ
て
ニ
参
加
を

五
一
特
い
致
し
ま
す
り

仲
ィ
レ
/
お
よ
び
毅

践
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
ナ
ー
打
開

途
い
の
な
い
よ
う
ニ
絞
殺
く
れ
~
さ
い

w
v
g
時

9
対
1
R
(
仁
〉
午
前
例
。
“
時

か
ら
は
時
部
分
ま
で
(
分
会
場
で
は

災
活
動
に
つ
な
か
り
牛
渇
か
し
た

防
災
会
て
は
衿
戸
水
め
徐
州
出
、
そ
し

て
伴
滋
時
に
も
水
が
品
川
め
る
よ
う
に
と

桔
潟
市
札
機
的
機
人
、
刊
よ
々
を
波
う
た
炊
き

似
し
‘
縦
六
お
よ
び
一
品
所
明
感
踏
品
川
州
絞
め

突
い
怒
川
4
4

点
)
な
ど
、
日
火
山
滑
に
よ
る
時
間
山
併

合
後
…
少
町
出
に
A

泣
い
止
的
ょ
う
と
、
同
部
々

な
バ
夜
、
淵
訓
練
ル
句
作

Ayrい
ま
一
寸
α

ド
々
、
ニ
れ
い
り
に
か
か
る
一
地
営
資
金

は
資
制
m
M
m帆
約
校
総
長
を
充
て
て
い
ま

す
山
川
災
会
で
は
今
絞
き
い
り
に
、
氏
側
附

同
州
議
合
山
却
の
栓
設
右
岳
山
内
し
と
い
ま
す

由
台
で
も
事
実
上
ス

山
積
す
る
問
題
を
乗
り
越
え
て

ト
午
前
日
時
部
分
か
ら
ロ
時
総
分
ま
で
一

wv
制
訓
練
会
滋
窓
会
議
湖
北
地
夜

湖
北
内
欲
小
伊
絞
舟
会
場
総
戸

小
学
校
お
よ
び
布
役
中
学
校

出
刑
務
枝
川
忠
一
、
討
が
山
山
た
と
き
の
合
間
凶
は

止
の
漁
り
。

9丹1目、市内3会場で

返し 3(く

ザイレンニ高
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wv
主
催
山
科
M
m
子
治

V
問
問
い
合
わ
せ
絞
持
説
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制
時
叫
械
と
教
幾
b
A仏
げ
、
色
体
的
に
う
る
悼
附
品
耐
努
、
務
総
会
ョ

4

党
議
後
耐
を
一
部
記
入

お
い
を
;
八
ム
日
比
航
路
倒
捕
獲
を
必
…
と
て
、
怒
し
て
く
だ
さ
い
。
特
訓
明
は
希
望
内
線
臼

専
各
く
め
殺
さ
え
が
宅
学
び
の
友
を
つ
を
明
日
山
記
し
て
く
だ
き
い
g
m
w
l
人
1
議

く
り
銀
総
奇
深
め
て
、
集
係
を
、
そ
し
附
挫
で
す
6

2
議
疲
N
M
L
ん
の
申
し
込
み
は

て
人
生
長
綴
か
に
し
て
い
ま
す
e

公
口
氏
無
効
で
す
c

ま
点
、
以
続
受
講
し
た
溝

絡
で
は
今
問
閥
、
総
和
部
卒
絞
め
9
・
日
出
鐙
は
百
件
び
受
裁
で
き
ま
せ
ん
。
蒋
皮
肉

日
丹
生
を
務
築
い
た
し
ま
十
。
き
品
、
あ
申
し
注
み
は
摂
効
と
な
り
ま
す
。

な
た
も
学
び
の
絡
め
中
へ
初
わ
っ
て
み

V
申
込
嗣
制
限

8
R
n
B
(
消
印
有
効
)

ま

せ

ん

か

。

応

募

者

芽

数

の

場

合

法

姶

議

を

行

い

、

V
対
象
者
令
官
制
市
川
在
盆
の
人
①
半
年

9
R
S
臼
ま
で
に
通
知
し
ま
す
ロ

問
問
山
鮎
絞
し
て
受
講
で
き
る
人
(
お
子
様
相
v
申
し
込
み
・
問
問
い
合
わ
せ
中
央
公

述
れ
は
‘
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
よ
災
絞
殺
孫
子
萩
沼
担

V
申
込
方
法
①
宮
前
世
仲
間
後
ハ
ガ
キ
仁
、
宮
(
位
)
0
5
1
5

役
続
、
氏
名
一
フ
リ
カ
ナ
一
、
年
齢
、
明
也
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務
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務

譲

習

醐
盟
問
脚
保
税
の
滋
綴
岡
山
保
税
は
、
一
定

的
所
得
以
下
町
耽
穫
に
対
し
で
均
等
終
木
等
か
ら
務
畑
山
吋
め
縫
仲
間
を
守
る
辻
、
両
市
内
品
的
署
員
、

g
u
R
あ
わ
せ
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お
よ
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さ
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。
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仲
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什
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ヰ
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8
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円
草
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縫
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叫
し
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に
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絡
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め
持
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の
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震
摩
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と
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つ
時
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一
し
た
プ
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来
日
コ
誠
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五

泣
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本

法
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室
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助
け
合
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寵
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齢
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山

洗

た

く

講

習

会

夏
は
洗
た
く
物
内
田
哨
£
る
学
節
、
治
で
は
、
時
人
目
脱
皮
め
タ
ル

i
ず
で

あ
そ
よ
で
哀
の
洗
た
く
の
ポ
イ
ン
ト
晶
、
松
石
け
ん
の
使
い
↑
々
を
学
が
た
い
と
い

一
扮
必
け
ん
内
'
仁
子
な
使
い
方
を
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コ
う
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銭
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、
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時
開
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し
て
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会
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て

も
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お
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ま

す
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芸

家

主
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的
共
山
世
で
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3
日
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決
た
く
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絡
く
だ
き
い
。

一
開
会
い
か
行
わ
れ
ま

t
ペ

一
会
場
止
な
っ
た
市
災
会

一
日
側
室
警
に
阜
市
ま
三

一
本
闘
は
約
判
へ
檎
附
川
的

…
泌
に
メ
モ
ヤ
取
り
な
が
‘
い
り

一
熱
心
に
附
聞
き
入
っ
て
い
ま

…
し
h
f
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紛
行
け
ん
の
餅

い
ト
り
が
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わ
か
ら
な
い

の
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て
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ま
し
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申
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方
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‘
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孫
子
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8
5
8
悲
役
所
調
工
課
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い

n一

昨
年
に
出
き
日
明
器
、
第
3
怨
我
孫
子
ぜ
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、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
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で
か
け
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あ
な
た
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ま
す
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築
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台
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め
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合
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a
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窓
科
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げ
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申
し

8
月
一
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問
問
機
統
的
納
期
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で
寸
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開
ご
了
ふ
く
だ
患
い
"
な
れ
刷
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mm
邸
際
的

で
青
空
市
、
市
内
海
工
業
者
師
匠
一
部
、
力
は
路
汚
誌
8
(
口
口
)
込
み
多
数
的
場
合
は
先
議
酬
明
と
な
っ
ま
年
疫
抑
約
判
明
治
知
幾
(
第
2
開制
a
B
第
4

課
税
縫
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附
肌
成
問
削
は
m
M
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す
の
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戸
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肝
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Z工業
教
の
み

n

農

d
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H
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れ
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し

ま

せ

ん
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襲

援

に

よ
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お
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関

税

は

、

2

4

3

主

じ

よ

産
業
ま
つ
り
は
、
市
民
と
の
コ
ミ
ュ
家
業
ま
つ
り
も
3
間
出
口
悼
を
巡
え
、
品
開
マ
申
込
方
法
所
訟
の
総
務
申
議
議
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
内
ほ
ど
、
り
蜘
外
出
し
た
側
内
合
計
泌
が
1
年
閣
の

一一ケ

l
y
ヨ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
地
場
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に
後
説
明
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つ
つ
あ
り
寧
す
の
そ
こ
で
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一
政
問
主
会
に
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再
思
し
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あ
り
ま
す
〉
を
そ
的
事
税
制
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が
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殺
し
ま

L
た
め
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続
税
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む
り
ま
す
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業
を
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介
す
る
た
め
に
げ
つ
も
さ
ら
に
緩
し
ま
れ
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た
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災
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四
日
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し
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務
4
抑
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滋
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世
お
所
得
制
加
入
殺
の
前
半
中
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た
ち
の
毎
日
的
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縫
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的
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つ
ワ
内
発
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を
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す
る
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と
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申
し
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附
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い
会
わ
せ
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開
設
ま
滋
ザ
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ま
し
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帥
陣
内
総
州
付
金
総
か
い
り
関
係
柏
村
判
例
仲
間
除
を
殺
し
引

わ
る
商
議
、
融
開
業
、
工
業
に
つ
い
て
践
に
し
ま

L
た
b

ふ
る
勺
て
ど
応
議
く
ど
つ
り
ゅ
執
行
喚
問
丹
念
織
的
関
器
(mm)342

し
た
こ
と
じ
よ
り
、
第
1
州
州
内
総
総
に
い
わ
~
州
酬
の
1
0
0
分
の
は

政
す
絶
好
的
機
会
と
な
る
で
し
ょ
う
。
き
い
。
絞
滋
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融
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。
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州

也
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縁
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審
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に
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、
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伽
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に
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宵
縦
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時
総
数
総
寸
る
絡
会
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後
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会
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せ
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叫
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緩
和
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縮
問
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制
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ら
れ
て
い
る
一
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期
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組
期
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酬
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え
て
い
ま
す
得
滋
ま
れ
れ
~
F
M
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制
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…
裁
け
、
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ま
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榊
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位
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制
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1
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機
一
昨
得
的
特
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仲
間
除
は
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て

織
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ど
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、

ゲ
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ラ

や

終

日

終

淡

淡

な

ど

附
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す

る

ニ

と
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い

ま

せ

ん

ョ

ま

た

事

業

専

従

者

殺

除

も

閥
総
書
議
総
評
れ
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な
ど
こ
義
也
列
車
ま
ら
絞
れ
る
絡
会
、
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ず
ぶ
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I
l
l
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掛
抗
議
・
象
品
汁

す
絞
殺
す
る
制
服
附
闘
と
も
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っ
て
い
ま
ン
ジ
ン
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を
数
義
へ
い
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十時

S
M
鮎
削
剥
ゆ
な
ど
め
織
物
泌
総
帥
抑
止
め
ク
す
る
ぷ
と
ω

た
め
次
ぬ
よ
と
に
X
総
務
く
だ
苦
い
。
*
車
内
に
税
金
品
、
投
議
制
聞
を
淡
い
た
ま

小
穴
惜
晶
限
努
1
向
日
向
日

E
(
阻

)
3
7
8
8

約
機
紙
、
総
静
従
事
内
燃
絵
師
枇
段
、

H
ナ

H
e
w

輔
獄
後
線
化
に
向
け
て
内
総
資
策
協
〉
に

戦
地
縫
っ
と
終
的
中
す
る
も
内
総
書
は
段
階

お
閥
的
口
、
絞
持
校
側
M

て
あ
る
波
線
化
に
肉

n
h
u

け
て
機
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

M
M

押

な

お

、

で

き

る

だ

け

?

宗

主

S

拡
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
め
で
、
窓
狭

山
榊
四
そ
ろ
っ
て
と
警
名
く
だ
さ
る
よ
う
お
潟

初
繭
い
し
ま
す
紛

総

仁

V
問
問
い
合
わ
せ
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(
成
田
一
軒
機

繭
織
化
促
滋
開
問
成
会
事
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均
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こ
こ
数
都
来
、
滋
燦
に
対
す
る
寂
織
し
た
が
っ
て
「
i
に
効
く
し
と
か
月
)
的
成
察
情
報
が
滋
民
生
滋
セ
ン
タ

的
議
ま
り
と
と
も
に
、
健
帰
朝
食
品
は
大

rか
治
る
」
と
い
っ
立
総
劫
吾
、
フ
た
!
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
念
答
情
級

車
再
な
γ
i
ム
に
を
っ
て
い
ま
す
。
と
問
う
と
い
薬
事
法
滞
妖
に
な
り
ま
す
。
効
楽
的
内
訳
と
し
て
は
、
下
構
争
し
た
、
気

持
に
ト
ラ
γ
ん
も
続
出
し
多
〈
内
紛
淡
を
期
待
し
て
紫
っ
た
も
め
内
、
日
本
淡
分
が
慾
く
な
っ
た
、
吐
き
気
が
し
た
な

が
綴
せ
ら
れ
て
い
ま
す
e
そ
こ
で
総
出
捕
時
院
議
協
会
が
行
っ
た
ア
シ
ケ
i
ト
朝
間
濠
ど
の
ほ
か
、
淡
し
ん
が
で
き
た
、
シ
ミ

食
品
約
総
総
点
に
つ
い
て
常
え
て
み
ま
に
よ
る
と
‘
縫
続
殺
泌
を
飲
品
民
L
て
が
ぞ
き
た
な
ど
の
綾
織
賂
世
怖
が
開
制
点
っ

し

さ

つ

ヨ

吋

効

陣

取

が

あ

っ

た

a

と

終

え

た

人

は

て

い

ま

す

n

こ
れ
で
寸
餓
成
」
食
肉
聞
と
発
滋
に
心
配
の
あ
晶
子
ど
も
の
抑
制
総
省
設
セ
ン
タ
ー
宮
〈
的
問
)
0
1
4
1
ま
で

鍵
療
食
品
H
M
タ
ス
リ
で
は
牟
い
今
わ
ず
か
は
・

8
%、
半
数
汲
〈
的
人
が
い
え
る
で
し
ょ
う
か
。
掛
官
』
時
評
問
胤
哨
遂
を
開
叫
す
た
め
向
指
導
利
回
一
な
お
、
身
体
問
揮
官
性
殺
伐
揃
栓
セ
ン
タ
ー

の
と
こ
ろ
線
機
食
品
と
は
制
円
か
と
い
う
ー
わ
か
ら
な
い
い
と
務
え
吋
効
果
が
な
鎗
織
は
バ
ラ
ン
ス
的
と
れ
た
食
世
帯
か
を
、
次
的
日
程
で
行
い
ま
す
。
守
は
‘
就
学
続
的
見
事
晶
に
対
七
時
国
務
判
例

紫
綬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
一
鮫
に
か
っ
た
ι
人
は
9
・
8
%℃
し

た

。

健

ら

亥
H

聞
は
本
来
、
帥
緩
を
総
持
、
機
マ
対
象
出
品
。
袋
、
1
総
代
で
様
持
議
擦
や
波
動
的
機
抽
出
刻
紳
を
一
行
っ
て
い
ま

「
健
緩
め
轍
持
、
域
滋
に
効
果
が
あ
る
燦
食
倒
的
が
Z
箱
数
チ

m門か
ら
お

wm門
も
議
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
拭
ず
ロ
動
燃
遼
に
心
絞
め
あ
る
予
す

φ

磁
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で

r

k
期
待
さ
せ
る
食
品
い
で
あ
る
と
い
わ
す
る
こ
と
世
考
え
る
と
、
約
と
も
隊
総
な
に
も
線
療
食
品
仁
紛
ら
な
く
て
も
、
す
棉
酬
明
臨
調
筑
波
ふ
人
学
心
身
際
線
中
糸
斜
線
〈
だ
さ
い
。

れ

て

い

ま

す

。

な

食

品

だ

と

い

式

る

で

し

ょ

う

。

徐

に

必

複

す

場

券

議

は

毎

日

的

食

事

で

助

教

綬

淡

悶

由

紀

江

先

生

健
嫁
食
品
と
し
て
よ
く
販
売
さ
れ
て
体
令
平
和
す
鏡
康
食
品
も
あ
る
縫
充
パ
抑
制
附
絡
す
る
ニ
と
が
で
き
ま
T
o
e
-
-
V
悶
時

8
絢片付
ω
日
(
月
)
午
約
9
時
か

い
る
も
の
に
は
口
i
ヤ
ル
ゼ
リ
i
、
機
食
品
の
な
か
に
は
、
そ
れ
を
欽
食
し
食
は
縫
綴
な
り
可
お
い
し
く
食
べ
匂
れ
ら
午
後
会
時
ま
で
〈
予
約
印
刷
)

ク
ロ
レ
ラ
、
高
級
品
ン
ジ
ン
‘
小
変
伝
一
た
た
め
、
か
え
っ
て
餓
擦
を
そ
ニ
な
う
る
こ
と
が
叫
階
級
、
と
い
う
よ
と
を
自
覚
V
議
所
身
体
敵
陣
害
者
総
統
セ
ン
タ
i

努
油
、
ブ
ル
i
ン
エ
キ
ス
、

7

ン
ナ
シ
た
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す

Q

こ

れ

ま

し

て

く

だ

さ

い

。

〈

湖

北

側

帆

北

口

か

ら

送

滋

あ

り

)

な
ど
が
あ
り
ま
十
。
ニ
れ
ら
の
中
に
は
で
に
6
7
8
件
(
前
年
4
n
i
日
年
Z
V
問
問
い
合
わ
せ
市
山
町
役
滋
議
V
申
し
込
み
震
務
で
身
体
臨
時
径
数
総

錠
剤
や
液
状
の
も
の
が
多
〈
h
l
閥
的
i
i
i
i
i
a
s
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
z
-
-
i
i
i
i
i
I
B
i
s
-
-
R
!
i
i

総
と
か
小
hnc
じ
附
円
杯
と
か
絞
め
よ
う
c

議
9
制作
6
臼
(
木
)
ま
で
に
申
し
込
ん
で

空

れ

方

を

し

て

い

ま

す

が

、

生

綱

審

議

ム

今

J
E
b私語
く

ぎ

い

α

ま

で

は

な

〈

あ

く

ま

で

も

成

総

灘

間

J

高
盛
岡
喝
を
詩
子
4
5掛
河

*

室

、

95回
目
的
総
日
は

高

樹

ふ

る

っ

て

ご

参

加

く

だ

・

8
い

義

務

患

の

た

め

、

つ

つ

ヒ

滋

議

体
に
つ
い
て
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

N
U

領
内
線
刷
出
向
淡
概
慨
を
日
披
露
し
て
み
録
制
師
、
災
認
、
歌
紬
仰
向
精
子
n
叫
拍
脱
出
剛
、

ま

せ

ん

か

。

寸

劇

ほ

か

*

闘

碁

、

将

柑

駒

大

会

(

怜

va時
9
月
開
封
〈
火
了
間
日
〈
水
)

U

U

)

午
線
9
時
部
分
か
ら
V
対
象
袋
入
ク
ラ
ブ
品
誠
実
お
よ
が
日
m

v議
所

つ

っ

と

議

総

以

上

町

市

内

総

段

者

V
内
線
*
震
覧
脅
〈
凶
門
口
、
回
mu〉

V
申
し
込
み
滋
人
ク
ラ
プ
人
被
柄
拘
同
川
、

仏
町
寸
劇
、
森
滋
、
写
真
、
生
校
、
手
袋
、
会
長
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
一
一
蹴

短
歌
、
部
匂
ほ
か
*
演
薬
会
一
時
日
)
の
お
は
、
ハ
カ
キ
ま
た
は
滋
綴
で
裕
社

って不健簸になった倒

寺保りの料援が、t.Jtこ

より(J)r機操食品民主

泌
は
ど
ん
ど
ん
や
め
て
い
つ
わ
、
や

め
た
い
と
思
っ
允
こ
と
は
?

「
友
淡
か
ら
結
併
問
、
地
時
ぴ
町
献
を

附
附
か
さ
れ
、
日
間
め
は
少
し
あ
せ
り
ま

小
庭
内
泌
総
が
、
定
な
L
ご
と
コ
ニ
的
燃
し
た
“
て
も
、
設
う
こ
と
を
き
か
な

は
月
に
小
波
い
と
し
て
1
一
力
的
は
ど
滋
か
っ
た
た
が
自
分
の
命
令
織
り
に
動

き
ま
し
た
が
、
休
み
が
江
と
ん
ど
あ
り
い
亡
く
れ
た
り
、
そ
の
結
娘
、
小
き

ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、

h
y
L貯
金
が
T
な
ふ
〈
A

拾
で
後
勝
し
た
け
L
て
、
ニ
的

義
た
ほ
ど
で
す
い
よ
ん
な
生
泌
が
4
年
俊
樹
汁
が
鮮
与
じ
む
っ
て
い
き
ま
し
た
い

9
か
月
緩
い
た
む
つ
ら
い
ι
1
7
閉
じ
光
州
批
税
在
、
京
に
は
チ
盗
に
か
け
た
8

れ

援

の

三

パ

l
v
eが
い
る
e

詩

i
f
r
ム

!

b

h

F

ム
一

市

‘

際

跡

畦

カ

な

い
F
K
け
で
は
宇
い
z
丈

島
ニ
/
い
舎
の
制
問
日
戦
も
そ
の
り
と
つ
。

1

1
川
、
ソ

f
u
U
2凶
、
刑
制
緩
い
い
巡
る
と
き

f

4患
は
ど
う
し
て
も
吠
え
て
し
ま
い
ま
す
し

竺

W1e・g.

，

π
H
H

こ
丹
た
的
、
訓
練
的
脅
い
聞
を
み
て

を
ま
'

犬
も
性
格
が
第
一

6
月
に
悶
聞
か
れ
た
、
ぷ
附
凶
間
関
全
悶

本
嘱
託
続
的
情
品
人
叩
削
淡
競
技
会
」
M
A
4
勝抱一

旦
内
線
守
、
京
市
内
的
シ
ヱ
パ
i
ド
が
み

ぷ
と
俊
梼
に
嫌
い
た
む
槻
山
際
的
磁
ザ
誌
犬

と
し
て
は
拐
め
い
快
挙
だ
咋
た
e

訓
練
を
し
た
め
は
中
綿
に
お
従
い
的

校
日
朝
彦
さ
ん
門
的
ω
1
若
手
川
訓
練
・
主
と

し
て
は
ま
き
に

n
念
的
。
だ
う
た
。

「
犬
に
も
性
同
情
が
い
い
め
と
惑
い
の

が
い
ま
す
n

棋
院
勝
し
た
ル
カ
は
何
よ
り

日
間
一
議
室
で
続
応
性
か
あ
り
ま
し
た
α

数、一え

un
一
た
滋
り
の
こ
と
を
し
て
く
れ
h

に
の
が
と

4
一
て
も
う
れ
し
い
で
す
ね
一
L
C

篠
山
げ
を
か

問
一
み
し
め
る
コ

1
1
'
一
諮
問
さ
ん
が
州
訓
練
士
内
役
弾
に
人
つ

内
い
て
~
肉
片
山
部
品
械
の
と
と
巡
い
ス
タ
ー
ト

《静

だ
っ
た
P
C
M
や
動
総
づ
く
り
の
猿
h

令
し
て
い
た
が
、
い
ま
H
V
と
つ
な
と
め

ず
、
み
る
と
き
叫
制
約
で
明
訓
練
上
内
総
事

を
み
て
ご
}
れ
だ
」
と
決
め
た
~
z

「
ま
さ
に
テ
ゾ
チ
準
公
で
し
た

G

年

上
と
い
え
ど
、
初
め
は
附
附
m
u
M
月
期
利
犬

で
す

身
棒
韓
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

早

発

欄
譲二

我孫子の野鳥ゆ

ツツドリ (UA)

金
疑
約
一
一
一
一
句
・
丘
中
Y
/
チ
、
日
明
と

側
関
と
の
と
と
上
胞
が
問
問
品
い
で
体
内
上

)
聞
は
務
灰
色
で
す

6

制
措
は
旦
…
〈
で
白

い
斑
自
が
あ
り
、
肢
は
の
く
て
出
品
い

時
間
繍
が
あ
っ
て
み
M
y

コ
ウ
じ
よ
く
幻

て
い
草
す
。
カ
ソ
ノ
コ
ウ
円
一
横
縞
よ
り

泌
が
広
く
総
い
こ
と
が
紬
縦
断
判
長
で
す
ロ

渡
鳥
、
と
し
て
期
恕
よ
リ
響
機
来
上
、

山
地
の
林
口
い
て
「
ポ
ポ
、
ポ
ポ
ポ
し

と
ひ
び
〈
声
で
逮
統
的
い
い
崎
明
き
ま
す
。

問
分
で
出
掛
を
作
ら
ず
仙
略
的
自
純
作
い
削
仰
を

あ
ず
け
て
持
て
き
せ
ま
す
。

こ
の
辺
で
は
鴻
説
明
す
る
だ
け
で
す

t
u私
的
渡
り
町
九
月
滋
に
は
、
日
愉
並

木
や
松
林
な

ど
で
大
き
な

も
虫
を
一
食
べ

て
い
き
ま
す
。

(
匁
氏
。
木

村
捻
、
文
‘

滋
偽
敏
夫
」

65歳以上の方(;1;

各車療機購で

畿
し
い
滋
き
か
品
開
い
て
い
ま
す
が
、

お
詑
気
で
し
ょ
う
か
。
今
年
も
年
に
主

昨
祉
の
紘
一
科
検
券
信
が
や
っ
て
き
ま
し
た

α

内
待
で
お
絞
殺
さ
ん
に
か
か
っ
て
い
る

人
は
長
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
的
憾
の

は
山
議
以
上
的
方
は
、
ぜ
ひ
お
泣
け
に
な

っ
て
自
分
的
終
械
を
経
総
し
て
く
だ
巻

い
。
ま
た
健
保
晴
子
総
を
お
持
ち
的
方
は
、

検
診
を
受
け
た
り
前
門
か
後
わ
つ
れ
ん
こ
と

が
あ
っ
た
場
合
、
い
つ
で
も
肉
入
し
て

お
く
エ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

V
実
施
滋
問
問

9
月
l
H
3
9
n月
初
日

V
嶋
間
帯
す
る
も
の
野
一
括
し
た
ハ
カ
キ

と
保
険
ぷ

郡
山
昨
年
ま
で
漁
付
し
て
い
た
鑓
訟
禁
は
、

市
内
会
郎
防
府
申
出
時
間
に
澄
い
で
あ
り
ま
す
a
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